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宇宙には磁場や topological defectなどによる非等方ストレスが存在する可能性がある。特に、最近の観測によ
り銀河団中に磁場が存在することが明らかになり、初期宇宙に磁場が存在した可能性が考えられている。このよう
な初期磁場は CMBスペクトルの TTや BBモードに影響を与えるため、将来の高精度な CMB観測による宇宙磁
場の実証が期待される。
磁場に代表される非等方ストレスが宇宙に存在した場合、宇宙の構造形成が変化する。このようなモデルでは、

ニュートリノが磁場の非等方ストレスをキャンセルすることが示された。しかし、ニュートリノは質量を持つため
に少しずつ非等方ストレスを失う。その結果、非等方ストレスの成長において実効的な波数が大きくなってしまう。
この効果はCMBスペクトルに大きな影響を与える。さらに、効果の大きさはニュートリノの質量に強く依存する
ために、ニュートリノ質量の決定のための新たな手段となる。
本研究では非等方ストレスのソースが存在する場合のニュートリノ効果について紹介する。


